
 

 

 

報道関係者各位 

2016 年 6 月 30 日 

グローバルナレッジネットワーク株式会社 

 

Nutanix 認定研修機関として 2016 年 8月より認定トレーニングを提供開始 

～ ハイパーコンバージドインフラストラクチャ市場をリードする 

Nutanix 製品のスキル修得や認定資格取得をサポート ～ 

 

グローバルナレッジネットワーク株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役：小澤 隆、以下グローバルナレッジ）は、

Nutanix Inc.（本社：米国カリフォルニア州、創業者兼 CEO：Dheeraj Pandey 以下、Nutanix）の認定トレーニングセンタ

ー（以下、ATC：Nutanix Authorized Training Center）として、2016 年 8 月より Nutanix 認定トレーニングの提供を開始し

ます。 

サーバーとストレージを統合した「ハイパーコンバージドインフラストラクチャ」市場をリードする Nutanix 製品は、シン

プルな構成で仮想化基盤の導入を簡素化し、設計・構築コストの低減や、Web スケール IT 対応による迅速かつ容易な

拡張を可能とします。Nutanix 社は、そのイノベーションおよび革新的な製品開発により、日本を含む世界 70 か国で

2,100 社以上の導入実績を持ち、市場のリーダーとして急速に成長しています。 

グローバルナレッジは、創立 20 年を迎えたトレーニング専業ベンダーとして、IT ビジネスを牽引する世界有数の各種

ベンダーから教育パートナーとして認定を受け、IT 技術の最新トレーニングを展開しています。 

このたび、新たに Nutanix 認定トレーニングをラインナップに加えることで、Nutanix 認定トレーニング資格を取得した、

サーバー、ネットワーク、ストレージ、仮想化分野に精通した講師陣が、Nutanix 製品の設計、構築、運用に携わるお客

様のスキルアップと、専門知識修得を証明する「Nutanix Platform Professional（NPP）」資格取得をサポートします。 

 

■コース概要 

・コース名：Nutanix Administration Course 

・日数：2 日間 

・価格：250,000 円（税抜） 

・初回開催日：2016 年 8 月予定 

・対象者：Nutanix NXシリーズの設計・構築・運用保守を担当する方、NPP 資格取得を目指す方 

 

【お申し込み・詳細】  

コース内容の詳細及び最新の日程は、弊社 Web サイトをご覧ください 

（http://www.globalknowledge.co.jp/pr_nutanix） 

 

●ニュータニックス・ジャパン合同会社 ： 

Nutanix は、グローバルナレッジネットワークが、日本での Nutanix 認定トレーニングの提供を開始されることを心より歓

迎いたします。Nutanix 製品を活用した Enterprise Cloud の導入は、日本市場でも急速に広まっており、現場のエンジ

ニアの育成が急務となっています。このたび、トレーニング専業ベンダーであるグローバルナレッジネットワークに高品

質なトレーニングを提供いただくことで、Nutanix のパートナー、エンドユーザー様の技術習得のスピードを加速できると

確信しています。 

また、これにより多くのお客様に Enterprise Cloud の価値をお届けできることを期待しております。 

ニュータニックス・ジャパン合同会社 日本法人代表、マネージング・ディレクター 安藤秀樹 

 



 

 

■報道関係お問い合わせ 

グローバルナレッジネットワーク株式会社 サービス戦略本部 

TEL： 03-3347-9405 

Web： https://www.globalknowledge.co.jp/gkinfo/form.aspx 

 

【グローバルナレッジネットワーク株式会社 会社概要】 

代表者： 小澤 隆 

設立： 1995 年 12 月 6 日 

本社所在地： 東京都新宿区西新宿 6丁目 8番 1号 住友不動産新宿オークタワー19～20階 

事業内容： IT 技術教育、ビジネススキル教育を中心とした人材育成業務 

URL： http://www.globalknowledge.co.jp/ 

 

【Nutanix Inc. 会社概要】 

Nutanix は、IT インフラストラクチャーをその存在さえ意識させない「インビジブル」なものに変革することで、企業の IT

部門が、ビジネスに直結したアプリケーションやサービスの提供に注力できるようにします。Nutanix のソリューションは、

Web スケール技術とコンシューマーグレードなデザインによって、サーバー、仮想化機能、そしてストレージを、耐障害

性能に優れ、ソフトウェア・デファインドで高度なマシン・インテリジェンスを備えたソリューションとして統合しています。

広範なエンタープライズ・アプリケーションに向け、予測可能なパフォーマンス、クラウドのようなリソース活用や強固なセ

キュリティ機能、さらにシームレスなアプリケーションモビリティ機能を提供します。詳細については、www.nutanix.jp を

ご覧いただくか、Twitter をフォローしてください (@nutanix)。 

 

* 掲載された社名、製品名は、各社の商標及び登録商標です。 
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